
NO.35 奈良市理蔵文化財調査センター速報展示資料

さいだいじみなみまち

奈良市西大寺南町

平城京跡から盛唐期の唐三彩

西大寺駅南地区で

区画整理事業に係る調査を継続して行なっていま

す。今回の調査地は、奈良時代には「一条南大路J

奈良市では昭和63年度から、

という、平城宮佐伯門から西へ延びる幅約24mの

道路が通っていた場所にあたります。この調査で、

日本の出土例としては数少ない「唐三彩」と呼ば

れる陶器が出土しました。
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」唐三彩が出土した遺 構

代の道路、溝、平安時代以降の井戸跡、

調査位置図(1/10，0∞)
唐三彩が出土し穴などの遺構が見つかりま した。

けての 一部分とみられ、諸特徴から三足炉(三足

壷、鍍)の一部と考えられます。表面には植物を

たのは 2条見つかった奈良時代の溝のうちの 1つ

'1直1.5m前後、深さ O.6m前後で東西に延びてで、

います。 この溝は'条件!大路の北縁を流れていた

構(北側溝) モチーフにした 4cm大の文様が立体的にあしらわ

と言い、型押この装飾は「貼花文」れています。

と考えられます。唐三彩はこの溝を

埋めた士から出土し、 8 1世紀中頃の須恵器(杯 ・

高杯・壷など)と土師器(杯 ・高杯 ・皿 ・費など) しした厚さ 1~ 2 mmの薄い板状の文様を貼り付け

デザインは唐代に好まれた 「宝相華Jたものです。を中心に、奈良時代~平安時代初め頃の須恵器、

土師器、黒色土器、土馬、瓦、増などもこのj脅か シルクロードを通じて

西方との交流があった唐代の文化をよく物語って

います。軸薬の発色が良く、白軸の上に施された

緑軸と褐柚との三色が鮮やかな色合いを織りな

と呼ばれる華麗な花文で、

ら出土しました。

一条南大路北側溝と考えられる溝のさら

に北側に、約1.5mの間隔で並行するほぼ同規模

なお、

で盛

す、唐三彩の優品といえます。

この唐三彩は、胎土や製作技法から、唐の都の
'-，ょう 亡うャょう うι なんきょ j~. 

洛陽にほど近い黄冶窯(現 ・河南省輩義市)

唐期の 8世紀前半に製作されたものとみられ、当

その溝は当時の奈良時代の溝も見つかっており、

これら 2つの溝の問にの宅地内に掘られた溝で、

道路と宅地を仕切る塀があったと考えられます。

時の日中間の文化交流を端的に示す重要な遺物で

あり 、平城京の国際性を物語る貴重な資料です。

北側溝から出土した唐三彩出土した唐三彩

(唐三彩施軸陶器)は縦約 5cm、横約7目5cm、厚さ

壷形陶器の頭部から肩部にか

「判町、

約O.7cmの破片で、

膚三彩三足炉図・写真(1/2)

5cm 。



とうさんさい

唐三彩と奈良三彩 三彩とは、 2種類以上の

色紬(緑軸・黄褐軸・白地透明粕・藍軸など)を

器の表面に染め分けした鉛軸陶器です。中国の唐

で作られた三彩を「唐三彩Jと呼び、唐三彩の影

響のもとで、奈良時代に日本国内で生産された三

彩を「奈良三彩」と呼びます。

唐三彩は、中国の唐の時代を代表するやきもの
めい世

で、明器と呼ばれる、墓への副葬品として使われ

ましたが、日常生活用具としても使用されており 、

今回出土の唐三彩も、中国内外で流通するもので

あったことを裏付けています。

日本で出土する唐三彩は、出土地点にして50例

程度が知られます。その多くは、陶枕と呼ばれる

ものですが、枕として使用したかどうかについて

は諸説あります。奈良市内では、平城宮跡、平城

京跡、大安寺旧境内から、出土地点にして10例程

度が知られています。

また、国産の奈良三彩は、 8世紀初めころに生

貼花文装飾 唐三彩の三足炉には、肩部に貼花

文と呼ばれる装飾を施したものがあります。この
ちょうけいこ

貼花文装飾は、三足炉のほかに長頚査などにも見

られます。貼花文装飾には、人物や動物、植物を

題材にしたものがあります。今回出土した唐三彩
ほうそうげ

の貼花文装飾は、宝相華と呼ばれる架空の植物を

題材としています。宝相華は当時の仏教装飾によ

く見られる文様です。なお、日本出土の唐三彩の

うち、貼花文装飾があるものは、福岡県太宰府市

(1は今回出土、 2~6は中国出土例)
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産が始まりますが、 どこで牛一斉していたかはまだ

わかりません。出土する奈良三彩は、情三彩の鴇

形を模したものはなく、金)漏出を槻 (!j~ した慌が多

く見られます。特に薬常 Jf~の大小の~:は数が多く、

主に寺院跡や祭杷遺構から出土し、大型!需は政'13・

器として出土する場合もあります。なお、 iT合|佐

には、奈良時代の三彩陶需が伝わっていますが、

これらはすべて奈良三彩です。

さて、唐三彩と奈良三彩との違いは、一般に、

形態、発色、施中IlJ技法、素地の!I台イて、化杭ー|ての有

無、などから判断されます。しかし、日本では三

彩の多くが小さな破片で出上することから、 '1:1]11Yr 

が難しいものもあります。

緑 ・白 ・黄褐に彩られるだけでなく、ガラスの

ような輝きのある唐三彩、奈良三彩は、当時、最

も華やかな士器でした。当時の人々は、きっと他

の土器とは異なった特別の扱いをしていたと忠わ

れます。

、'.ぜ .1;・頃 t む九九 1，
大宰府跡(観世青寺)、 同宗像市川1ノJ訪然記述i怖

についで 3例目ですが、平城局叩1['では初めてです。

三足炉 今回出ょした唐三彩は、 三足炉と 11子ば

れる形態で、 三足官、銀ともH手ばれます。獣IIJqI3 

本を器底部に均等に配した薬常形の罰で、香炉や
，'1" 令

火舎として使用されたと考えられます。メトfr.qIH Iー

した!膏三彩を焼き上げたとみられる，1-1r干|河南省の

黄冶窯の製品としては、 般的なI1列車とみてよい

でしょう。

貼花文装飾 (1/2) 黄治黛 H~ j のコ足 tfi (約 1/2)

( 1以外は河南省重量義市文物保捲管理所『黄治唐ご彩窯』よ 1'))
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